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DOHaD研究第５巻第 1号発行にあたって 
   日本 DOHaD研究会 代表幹事   
   早稲田大学理工学研究所 
 
福岡秀興 
 
DOHaDに対する関心が年を経るごとに高まってきており、その重要性は世界的にも大きく認知
されてきている。最近の DOHaD研究は、多くの分野へ拡がっており、その研究レベルの深化発展には
著しいものがある。かつてバーカー説（成人病胎児期発症起源説）は、久しく 21 世紀最大の医学仮
説のひとつと言われていたが、疫学研究、動物実験、ヒト生体試料の解析が急速に進められており、
DOHaD は仮説ではなく確立した学説として認めざるを得ない時代となっている。仮説とした時代は去
ったのである。多くの生命現象・疾病発症機序が DOHaDに立脚して研究されることで、はじめてその
本質が明らかになるとまでいうべき時代となったといえる。その流れの中で国立生育医療研究センタ
ー研究所部長の秦健一郎先生を学術集会長として第５回 DOHaD研究会学術集会が 7月末に開催された。
外国からの招請講演者をはじめ多くの感銘深い講演、多数のポスター発表が行われ、大変充実した学
会であったことは記憶に新しい。多くの参加者には視野を大きく拡大する機会であったと思われる。
またポスターはいずれの発表も、内容とレベルに甲乙付け難く、年を追う毎に格段に研究のレベルア
ップしている事が痛感させられた。これだけの大きく充実した学会を主宰された秦健一郎先生及び関
係の方々に深く感謝申し上げます。 
翻って日本 DOHaD 研究会と国内他学会との交流が急速に増えている事も注目すべき点といえ
る。衛生学関連では日本衛生学会の連携研究会としての活動、栄養学関連では、栄養改善学会・臨床
栄養学会・栄養食糧学会、アジア栄養学会議・学校栄養教諭協議会。周産期領域は、小児科学会、外
来小児科学会、周産期・新生児学会、小児神経学会、産婦人科学会・産婦人科栄養代謝研究会・女性
医学会・受精着床学会、更に日本医師会、人類遺伝学会、環境ホルモン学会、等で、大きな交流の場
（特別講演、教育講演、シンポジウム、ワークショップ等）が設けられて、活発な交流が行われてき
ており、更にその拡がりが続いている。国際学会でも日本からの研究成果が発信されている。特に昨
年度は日本学術振興会に支援され、ニュージーランドと日本との 2国間学術交流ワークショップがオ
ークランド・リギンス研究所で開催された。これは国際的な人的交流の新たな端緒となっている。更
なる交流機会が増えていくものと期待が寄せられている。また日本先天異常学会とは数年前から特別
講演、招請講演、シンポジウム等を通じての密な連携が進んでおり、両学会に所属する会員も増えて
いる。その経緯から来年度は合同学術集会を開催するに至っている。ひとつの象徴的な学術集会にな
るものと期待されている。DOHaDの更なる拡がりを目指して皆様と進んで行きたい。 
 
翻って日本の現況をみると、低出生体重児の頻度は、先進工業国の中でも著しく高い約 10％
を推移しており、これは深刻な問題を提起している。この状況は疾病リスクの高い集団の増加による
更なる成人病の増加、医療費の増大等が危惧されるのである。その原因に妊娠前のやせ願望、妊娠中
の体重増加の抑制があると想定されてきた。ところが雇用状況の変化、貧困、社会の階層化、ドメス
ティックバイオレンスに見られる家庭内環境の変化等もその要因として考慮すべきであると指摘さ
れはじめている。社会構造の変化そのものを見直して次世代の健康を確保するには如何にすべきかと
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の途轍もなく大きな社会全体の取り組みが必要と言える。DOHaD は第二のダーウィニズムと言われて
久しいが、益々その学説の重要性が痛感される。ところが低出生体重児の頻度が高止まりしている一
方で、20代女性の痩せ頻度に低下傾向が出てきている。この低下は、栄養の重要性を理解して適切な
栄養を摂取する女性が増えている好ましい結果であると信じたい。しかし一つの危惧は、低出生体重
の女児で早期の体重キャッチアップを起こすと体脂肪量が増えることにより、初経年齢の早期化や多
卵巣のう胞症候群を含む肥満のリスクの高くなることである。やせ頻度の低下にこの様なグループの
含まれていないことを願っている。 
一部の産婦人科施設では、DOHaDに基づいて、妊娠前、妊娠中、子育て中の栄養の具体的な患
者への教育に積極的に取り組み成果を挙げている。従来の疾病治療という医療から、疾病予防・健康
確保を目指す先制医療という医師・栄養士・看護師・事務関係者等がその共通認識の下に新たな医療
を目指した施設が出てきている。その例として平均出生体重の増加を示している高崎市の舘出張佐藤
病院が挙げられる。多くの施設でこの取り組みが行われていくことを願っている。 
新たな研究テーマの一つとして、ハイリスク児のスクリーニング法の確立とそのリスクを軽
減する育児介入方法の解明がある。栄養、育児方法、腸内細菌叢 microbiota、あるいは薬物治療を含
めたリスク軽減方法の開発研究が行われており、その成果の有効性が報告されている。また発達障害
に対しては、環境化学物質、精神的ストレス、栄養、エピジェネティック等の多方面からの原因究明
が活発に行われている。自閉症の治療の一つに臍帯血治療があり、本邦でもその治験が進んでおり大
きな期待が持たれている。この様に、DOHaD の具体的な重要性が認知されてきており、大きな期待の
元に私達日本 DOHaD研究会の責務が大きくなっている事を実感しています。 
 
 
 
